
 

 

 

●非常に勉強になりました。実務に活かしていけるよう深めていきたいです。 

判例集が特に具体的なイメージがわいて良かったです。 

●ディスカッションの内容は、実際に答えが一つだけであるというものではなく、

いろいろな考え方ができ、グループ内の方の意見を聞きまた新たな考え方がある

ことを知り良かったと思います。 

 たくさんの事例を紹介して頂き、事例に沿って役員退職金の金額を導き出す事も

できるのだということもわかり、とても良かったです。 

●正解の無い内容なので、内容は理解出来ましたが難しい問題です。 

●具体的な計算方法や検討すべき論点がわかって良かったです。 

 実際にこのようなケースがあったら一つ一つの根拠をよく考えたいと思います。 

アンケート結果 ★受講者数 ２０名★ 

・よく理解できた   ６１％  

・理解できた     ３９％  

・ある程度理解できた  ０％  

・理解できなかった   ０％ 

問題 

Ａ株式会社の代表取締役社長 Ｂ が退任し、代表権のな

い会長（非常勤）となった。 

Ｂから下記のような金額の退職金が欲しいと相談されま

したが、貴方ならどのようにアドバイスを行いますか。 

 

 ＜前提条件＞ 

★ ＢはＡ株式会社の創業者で、代表取締役に就任して 

から３５年。 

分掌変更前の２～３年間は体調がすぐれず、入退院を

繰り返していた。 

 

★ Ｂの退任時までの月額役員報酬の推移は次のとおり。 

１年目～２年目  ：月額  ２５万円 

３年目～１０年目 ：月額 １００万円 

１１年目～３３年目 ：月額 ２５０万円 

３４年目～３５年目 ：月額  ５０万円（退任時） 

３６年目～     ：    ？ 

 

★ 売上規模・地域等が類似する同業他社の代表取締役の

功績倍率等は次のとおり。 

Ｘ株式会社：１．８倍 

（退職給与額 ３２４０万円、勤続年数 ３０年） 

Ｙ株式会社：３．３倍 

（退職給与額 ５２８０万円、勤続年数 ２０年） 

Ｚ株式会社：２．４倍 

（退職給与額 ３８４０万円、勤続年数 ４０年） 
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